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株主価値向上に向けた資本政策に関するお知らせ 

当社は、2025 年 5 月 16 日に公表した現行の中期ビジョン「Vision120」（対象期間：2026 年 3

月期～2030年 3月期）において持続的な成長に取り組んでおりますが、財務健全性を維持しつつ、

資本効率のさらなる向上および株主還元の強化を通じた企業価値の最大化を図るため、資本政策

の基本方針（以下、本方針）を以下の通り設定いたしましたので、お知らせします。 

記 

１．資本政策更新の背景 

当社は、資本コストを上回る利益成長（エクイティスプレッドの拡大）を経営の最優先課題と

位置づけております。今般、政策保有株式や非中核資産の縮減を加速させるとともに、投資規律

の厳格化と株主還元の拡充を両立させることで、PBR（株価純資産倍率）1 倍超の早期達成およ

び持続的な株主価値向上を目指します。 

２．資本政策における主要な施策 

本方針は、2027年 3月期（2026年 4月 1日開始事業年度）より適用します。 

(１) キャッシュイン施策（資産流動化による資本効率の向上）

 政策保有株式の縮減：保有目的が希薄化した政策保有株式は、対純資産比率の低減を意識

し、「Vision120」における考え方も踏まえながら縮減を進めます。

 資産の最適化：非中核資産を縮減し、資本の再配置を進めます。
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(２) キャッシュアウト施策（投資規律の厳格化と還元の拡充） 

 投資対象の選別： 資本コストを意識した投資判断を徹底し、収益性・回収可能性を重視し

た案件選別を行うことで総投資額を抑制し、フリー・キャッシュ・フロー（FCF）の最大化

を図ります。 

 配当方針の強化：一定の配当性向や DOE（株主資本配当率）を目安に、継続的かつ安定的

な配当を目指します。 

 機動的な自己株式取得： 資本効率の早期向上および機動的な株主還元のため、2028 年 3

月期までの 2カ年において、総額 400億円規模を上限に自己株式取得を段階的に実施して

いく計画です。なお、具体的な取得枠の設定については、財務状況および株価水準等を勘

案し、その都度、取締役会において決定してまいります。 

 

(３) 財務健全性の維持 

 信用格付の維持： 現在の水準を維持するため、財務指標の健全性を確保し、安定した財務

基盤を構築します。 

 フリーキャッシュフロー内での株主還元：過度な負債の増加を避けつつ、フリーキャッシ

ュフローの範囲内での株主還元を志向します。 

 

 

３．今後のスケジュール 

 

本件における施策の実行については、事業環境および財務状況を踏まえつつ、取締役会におけ

る審議・決定を前提として、段階的に進めてまいります。 

また、本方針に基づく資本配分および株主還元の状況については、今後の決算説明等を通じて

継続的にご説明してまいります。 

 

 

以 上 
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資本政策について

2026年4月24日

資本コストや株価を意識した財務戦略

Vision120 

エグゼクティブサマリー

▶ 資本効率の向上および株主還元の強化を通じた企業価値向上を目的とする資本政策に取り組みます。

▶ 本方針のもと、資本配分、投資・資産および株主還元の見直しを一体的に推進します。

資本政策について

03最終目標

ROE／PBR改善
FCF最大化

中長期的な企業価値向上
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02株主還元強化

配当性向 40％
DOE 下限3％

還元の安定性と予見性の向上

01資本配分最適化

資産売却 600億円
投資規律強化

投資効率改善と財務柔軟性確保



Vision120 
資本政策について

資本効率と株価を意識した経営への進化

これまでの成長を土台に、
資本効率と株主価値をより一層重視する経営へ

▶ 資本市場における評価軸の変化を踏まえ、資本コストおよび資本効率を意識した経営への転換を進めます。

▶ 成長投資を継続しつつ、資本配分と株主還元の明確化により、企業価値の持続的向上を図ります。

業容拡大重視従来

資本効率＋株主還元今後

資本コスト意識の高まり
PBR改善の必要性

背景
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Vision120 

資本政策について

01資本配分最適化
投資効率改善と財務柔軟性確保

資本効率向上に向けた三位一体の取組み

1
資産の流動化

▶ 政策保有株式の縮減

▶ 非中核資産の縮減

総額 600 億円の資金を創出

2
投資規律の強化

▶ 投資判断にWACC、ROIC等の導入を検討

▶ 収益性・回収可能性を重視した案件選別

資本効率を毀損しない成長投資へ転換

3
株主還元の強化

▶ 配当方針の明確化（配当性向+DOE）

▶ 機動的な自己株式取得の実施
（400億円を上限に都度判断）

1株当たり価値を向上

▶ これらの取組みにより、資本の再配分を通じた企業価値向上を図ります。
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Vision120 
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資本政策について

安定性と成長連動を両立する株主還元

02株主還元強化
還元の安定性と予見性の向上

基本方針

還元指標（目安）
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配当性向
利益成長に応じた還元

DOE（株主資本配当率）

安定的配当の下支え40％ 下限3％

▶ 配当性向=40％を目標、DOE（株主資本配当率）＝3％を下限に、安定性と

成長連動を両立した株主還元を志向します。

▶ 株主還元の選択肢の一つとして、フリー・キャッシュ・フローの状況や投資機

会とのバランスを踏まえ、機動的な自己株式取得を検討・実施します。
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Vision120 

フリーCF
800億円

Before
設備投資・M&A中心

キャッシュイン キャッシュアウト

資本政策について

キャッシュアロケーションの最適化
5カ年累計（2026/3 - 2030/3）

設備投資・M&A
4,200 

法人税等 800 
配当金 800 

自己株式の取得 400 

負債返済
2,500 

8,700億円

フリーCF
1,400億円

After投資規律の強化
資産売却 600億円

株主還元の強化

キャッシュイン キャッシュアウト

▶ 投資規律の強化と資産流動化によりフリー・キャッシュ・フローを創出し、株主還元および資本効率向上に資する

配分へ、早期最適化を図ります。

営業利益
2,900 

減価償却費
3,200 

政策保有株式売却ほか
300 

負債調達等
2,300 

8,700億円

設備投資・M&A
4,700 

法人税等 900 
配当金 600 

負債返済
2,500 

8,700億円

営業利益
2,600 

減価償却費
3,200 

資産売却 600 

負債調達等
2,300 

8,700億円

6



Vision120 
資本政策について

財務健全性との両立

▶ 本資本政策は、財務健全性の維持を前提として実施いたします。

信用格付 ＣＦ規律 財務指標

信用格付の維持

中長期的な資金調達の安定性
を確保

フリー・キャッシュ・フロー
の範囲内での株主還元

借入に依存しない持続可能な
還元を重視

自己資本比率等の
財務指標の適切な管理

自己資本比率およびD/Eレシオ
を主要な評価軸に、財務健全性
と資本効率のバランスを総合的
に管理

持続的成長と安定的な財務基盤の両立
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Vision120 

資本政策について

企業価値向上に向けて

▶ 本資本政策により、資本配分および株主還元の考え方を整理し、資本効率を意識した経営への転換を進めます。
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ROE（％）

01資本配分最適化
投資効率改善と財務柔軟性確保

02株主還元強化
還元の安定性と予見性の向上

03最終目標

PBR1倍超への早期回復
資本効率向上によるROEの改善
フリー・キャッシュ・フローの持続的創出
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免責事項
本資料に含まれる将来に関する記載は、現時点で入手可能な情報および一定の前提に基づいて作成されており、実際の結果を保証
するものではありません。


